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県総合防災訓練（長島町）

災害に備えて
～日ごろから防災意識を高めて、もしもの時に備えよう～

◆県の人口 1,639,723人　
◆世 帯 数 　721,022世帯
　（平成28年4月1日現在推計）

（前月比　　－6,016人）
（前月比　－1,910世帯）
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災害に備えて
鹿児島県の新しい奨学金制度を紹介します
/選挙権年齢が引き下げられます
情報ボックス/特産品プレゼント

　強い地震（震度４程度以上）を
感じたとき、または弱い地震で
あっても長い時間ゆっくりとした
揺れを感じたときは、直ちに海岸
から離れ急いで高台や、市町村や
自主防災組織が勧める安全な場
所へ避難しましょう。

　揺れを感じたら、丈
夫な机やテーブルの
下に身を隠しましょ
う。

まずは身の安全を

　地震で建物がゆがみ、出
入口が開かなくなることが
あるため、ドアを開けて逃
げ口を確保しましょう。

非常脱出口を確保

　使用中のガス器具
やストーブなどは、あ
わてず冷静に火を消
しましょう。

冷静に火元を消す 情報収集と早めの避難が重要

地震が起きたら地震が起きたら

　４月16日に熊本県熊本地方で発生したマグニチュード7.3の地震を本震とする「熊本地震」では、熊本県を中心に甚大な被害が生じており、
現在でも多くの方が避難所生活を送っています。県内でも最大で震度５弱の揺れを観測したほか、余震も多く発生しました。　
　地震・津波・集中豪雨・火山噴火などの災害から自分自身や家族など大切な人の身を守るためには、日ごろからの備えが大切です。
　これから本格的な梅雨期や台風シーズンを迎えるにあたり、過去の災害の教訓を生かし、日ごろからできる防災対策に取り組みましょう。

■地震による強い揺れがくることを、テレビやラジオで可能な限り素
　早く知らせる情報です。
■携帯電話をお持ちの方は、情報収集のために「地震速報メール」を
　活用しましょう。
　※受信できる携帯電話の機種や受信設定などの詳細については、
　携帯電話各社のホームページなどでご確認ください。

これまでの警報の発表基準をはる
かに越える豪雨などが予想され、重大
な災害の危険性が著しく高まっている
場合に気象庁から発表されます。
　特別警報は、これまでにない危険が
迫っていることをお知らせするもので
す。
　特別警報が発表されたら、ただちに
命を守る行動をとりましょう！

緊急地震速報

特別警報

ご存じですか？
　地震は、いつ発生するかわかりません。津波は、想像以上のスピードと破壊力をもっています。
　事前にできることは確実に行い、また、災害時に必要となる非常用品などの準備や点検を定
期的に行いましょう。
　また、地震発生後についても次のことを行い、自分自身の安全を確保しましょう。

地震・津波に備えよう！

非常時に備えて（3つのポイント）

【最低３日分を準備】
・飲料水（一人１日３リットル）
・米（缶詰・レトルト）やインスタ   
 ント食品などの非常食
・洗面用具などの生活用品
　　　　　　　　　　　 など

非常備蓄品を備える

【家具の転倒などを防ぐ】
・金具や支え棒による固定
・高いところに物を置かない
・寝室や高齢者のいる部屋には  
 家具を置かない

家具の転倒や落下を防ぐ

【すぐに持って逃げるもの】
・携帯ラジオ ・懐中電灯
・非常食、水 ・救急医療品
・現金、貴重品 ・衣類 など

非常持出品を備える

特別警報が発表されるまで
（大雨の場合のイメージ）
大雨になるおそれの雨

非常事態

大雨特別警報

大雨警報

大雨注意報


